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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

５/2３現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

４月気象状況    （父島） 

最高気温   24.0℃ 

最低気温   19.7℃ 

平均気温   21.8℃ 

平均湿度   83％ 

月降水量  244.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（５/1） 

             2,582人 

             父島      母島                

  人口      2,124人   458人 

  世帯      1,246    275 

                   
  

                            

  

４
年
ぶ
り
に
、
小
笠
原
諸
島
の
日
本
復
帰
を
記
念

し
た
父
島
返
還
祭
を
実
施
し
ま
す
。 

 

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
の
出
店
を
行
い
ま
す

の
で
、
皆
様
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
６
月
24
日
（
土
）
午
後
５
時
～ 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 

《
夜
店
出
店
者
募
集
》 

返
還
祭
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
出
店 

※
出
店
数
や
内
容
に
よ
り
、
出
店
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
出
店
者
は
テ
ン
ト
、
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
を
各
自
で

ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

※
照
明
の
設
置
の
た
め
、
テ
ン
ト
は
当
日
の
午
前

10
時
ま
で
に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

《
飲
食
品
販
売
の
夜
店
の
出
店
に
つ
い
て
》 

 

村
民
だ
よ
り
５
月
号
に
掲
載
し
た
今
回
の
返
還
祭

で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
鑑
み

飲
食
品
を
扱
う
夜
店
の
募
集
は
行
わ
な
い
旨
の
お
知

ら
せ
に
対
し
、
様
々
な
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。 

 

父
島
返
還
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
ご
意
見
を
踏
ま

え
再
検
討
の
結
果
、
次
の
対
策
に
賛
同
し
、
協
力
い

た
だ
け
る
飲
食
品
販
売
に
つ
い
て
出
店
を
募
集
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

５
月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

感
染
症
法
上
の
分
類
が
２
類
相
当
か
ら
５
類
に
変
わ

り
ま
し
た
が
、
ウ
イ
ル
ス
は
依
然
と
し
て
存
在
し
、

高
度
医
療
が
行
え
な
い
当
村
で
は
特
に
、
高
齢
者
や

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
、
幼
少
者
な
ど
の
高
リ
ス
ク

者
に
と
っ
て
非
常
に
危
険
な
病
気
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

ご
来
場
の
皆
様
に
も
、
対
策
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
返
還
祭
の
開
催
中
、
ま
た
開
催
後
に
も

「
感
染
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
よ
う
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

《
感
染
へ
の
対
策
》 

１
．
共
通 

○
飲
食
は
、
会
場
内
の
通
路
や
屋
台
周
辺
な
ど
の
人

が
行
き
か
う
場
所
を
避
け
、
自
分
の
席
や
他
の
人

と
間
隔
の
取
れ
る
場
所
で
す
る
。 

○
手
指
の
消
毒
を
こ
ま
め
に
行
う
。 

○
マ
ス
ク
を
持
参
し
、
行
列
時
な
ど
、
必
要
に
応
じ

て
着
用
す
る
。 

○
開
催
の
５
日
以
内
に
、
感
染
症
の
可
能
性
が
あ
る

発
熱
、
体
調
の
変
化
、
不
調
を
感
じ
た
ら
、
参
加

を
見
合
わ
せ
る
。 

○
終
了
後
に
同
様
の
発
熱
、
体
調
の
変
化
、
不
調
を

感
じ
た
ら
、
速
や
か
に
医
療
機
関
に
相
談
す
る
。 

 

２
．
飲
食
出
店
者
に
し
て
い
た
だ
く
対
応 

○
店
頭
や
作
業
ス
ペ
ー
ス
に
ア
ル
コ
ー
ル
ス
プ
レ
ー

等
を
用
意
し
、
客
、
ス
タ
ッ
フ
が
随
時
手
指
の
消

毒
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

○
客
が
並
ぶ
場
合
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
整
列
を
管
理

し
、
待
つ
間
の
マ
ス
ク
着
用
を
推
奨
す
る
。 

○
容
器
は
で
き
る
か
ぎ
り
ふ
た
が
で
き
る
も
の
を
使

用
す
る
。 

○
出
店
者
間
で
巡
回
要
員
を
確
保
し
、
夜
店
周
辺
を

巡
回
し
て
立
ち
止
ま
り
飲
食
を
し
て
い
る
方
へ
の

注
意
促
し
を
行
う
。 

【
申
込
期
間
】
６
月
５
日
（月
）～
９
日
（金
） 

 

●
夜
店
出
店
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

総
務
課 

総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

  
小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
に
つ
き
ま
し

て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
減
額
・
免

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

【
利
用
料
減
額
・
免
除
対
象
者
】 

①
生
活
保
護
法(
昭
和
25
年
法
律
第
１
４
４
号)

の

規
定
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
者 

②
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
世
帯
の
中
に
満
65
歳
以

上
の
高
齢
者
が
い
る
場
合 

③
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
身
体
障
害
者
福
祉
法(

昭

和
24
年
法
律
第
２
８
３
号)

に
基
づ
く
身
体
障
害

者
手
帳
又
は
愛
の
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
者
が
世

帯
主
の
場
合 

 

減
額
・
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
総
務
課
窓
口
又
は
母
島
支
所
窓

口
に
て
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２―

３
１
１
１ 

   

小
笠
原
村
で
は
村
内
で
事
業
を
営
む
店
舗
に
対

し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
端
末
導
入
費
用
の
一
部

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
村
内
の
店
舗
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
ま
た
は
電
子
マ
ネ
ー
決
済
の
導
入
を

ご
検
討
の
際
は
、
当
補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

※
補
助
金
申
請
に
あ
た
り
各
種
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 
 

２―

３
１
１
４ 

   

防
衛
施
設
の
設
置
又
は
運
用
に
よ
っ
て
生
ず
る

様
々
な
障
害
や
周
辺
地
域
に
お
け
る
生
活
環
境
や
周

辺
地
域
の
開
発
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
「
特
定
防

衛
施
設
」
を
有
す
る
自
治
体
に
お
い
て
、
公
共
用
の

施
設
の
整
備
又
は
そ
の
地
域
の
生
活
環
境
の
改
善
、

開
発
の
円
滑
な
実
施
に
寄
与
す
る
事
業
に
対
し
、

「
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
い
て
支
払
わ
れ
る
交
付
金
で
す
。 

 

小
笠
原
村
で
は
硫
黄
島
飛
行
場
が
「
特
定
防
衛
施

設
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
村
民
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
に
対
し
、
本
交
付
金
を
活
用
し
て

い
ま
す
。 

 

事
業
内
容
、
交
付
額
な
ど
に
つ
い
て
は
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

財
政
係 

２―

３
１
１
２ 

ＮＯ．755 

令和 5 年(2023) 

  6/１（木） 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

 

父
島
返
還
祭 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
減
額
・
免
除 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
端
末
導
入
補
助 

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
事
業 

 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 
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地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
防
災
行
政
無
線

を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お
伝
え
す
る
た
め
、
村

内
で
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
15
日
（
木
）
午
前
10
時
ご
ろ 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

   

ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
、
水

で
洗
っ
て
か
ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
必
ず
潰
し
て
く

だ
さ
い
。
割
れ
た
ガ
ラ
ス
や
陶
器
は
、
中
が
見
え
る

袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
よ
り
円
滑
で
安
全
に
行
う
た

め
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

（
父
島
）
環
境
課 

生
活
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

（
母
島
）
支
所 

 

庶
務
係 

 
 

３―

２
１
１
１ 

    

蚊
の
本
格
的
な
発
生
シ
ー
ズ
ン
前
の
６
月
を
「
蚊

の
発
生
防
止
強
化
月
間
」
と
し
て
集
中
的
な
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
す
。 

 

デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
蚊
が

媒
介
す
る
感
染
症
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
蚊
の
発
生
を
抑
制
す
る
と
と
も

に
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。 

 

皆
さ
ん
で
協
力
し
、
身
の
ま
わ
り
の
蚊
の
発
生
防

止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

《
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
》 

【
幼
虫
対
策
】 

○
不
要
な
た
ま
り
水
を
な
く
す
。 

 

例
：
植
木
鉢
の
受
皿
、
空
き
缶
、
古
タ
イ
ヤ
な
ど 

【
成
虫
対
策
】 

○
草
む
ら
は
定
期
的
に
手
入
れ
を
す
る
。 

○
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用

し
、
必
要
に
応
じ
て
虫
避
け
剤
も
活
用
す
る
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

生
活
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

   
国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き

に
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
「
相
互
に

助
け
合
っ
て
い
く
」
制
度
で
す
。
ま
た
、
医
療
費
の

財
源
は
、
す
べ
て
の
加
入
者
が
収
入
に
応
じ
て
納
め

て
い
る
保
険
税
や
、
国
・
自
治
体
の
補
助
金
等
に
な

り
ま
す
。 

国
保
加
入
の
皆
様
に
は
、
税
率
改
正
に
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◎
令
和
５
年
度
小
笠
原
村
国
民
健
康
保
険
税 

（
以
下
「
国
保
税
」）
の
改
正 

 

国
保
税
は
、
医
療
給
付
の
た
め
の
「
医
療
分
」、

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
を
支
え
る
「
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
」、
40
歳
以
上
の
介
護
保
険
を
支

え
る
「
介
護
納
付
金
分
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

○
国
保
税
の
賦
課
限
度
額
の
変
更 

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税

の
賦
課
限
度
額
に
つ
い
て
、
後
期
高
齢
者
支
援
額
は

20
万
円
か
ら
22
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

○
国
保
税
の
軽
減
制
度
基
準
額
の
変
更 

 

国
保
税
に
は
、
低
所
得
世
帯
を
対
象
に
し
た
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す
。
世
帯
の
所
得
額
（
世
帯
主
及
び

国
保
加
入
者
の
所
得
の
合
計
額
）
に
応
じ
て
、
均
等

割
額
（
加
入
者
１
人
に
つ
き
課
税)

と
平
等
割
額

（
１
世
帯
に
つ
き
課
税
）
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

 

５
割
軽
減
に
つ
い
て
は
28
万
５
千
円
か
ら
29
万

円
に
、
２
割
軽
減
に
つ
い
て
は
52
万
円
か
ら
53
万

５
千
円
に
基
準
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

                    

ま
た
、
均
等
割
額
・
平
等
割
額
の
軽
減
制
度
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
所
得
の
申
告
が
必

要
で
す
。
軽
減
制
度
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
世
帯
主

及
び
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
全
員
が
申
告
を
済
ま

せ
て
い
る
世
帯
に
限
ら
れ
ま
す
。 

１
人
で
も
未
申
告
者
が
い
る
と
軽
減
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
収
入
が
な
い
方
で
も
所
得

の
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
軽
減
判
定
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
世
帯
主
の
所
得
も
含
め
て
判
定
し
ま

す
。
（保
険
税
の
計
算
に
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
世
帯
主
の
所
得
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
） 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

  

６
月
は
、
個
人
住
民
税(

村･

都
民
税)(

第
１

期)

、
国
民
健
康
保
険
税(

第
１
期)

お
よ
び
介
護
保

険
料(

第
１
期)

の
納
期
で
す
。 

 

納
期
限
・
口
座
振
替
日
は
、
６
月
30
日(

金)

と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

 

２―

３
１
１
２ 

村
民
課 

住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

  

◎
ビ
ー
デ
祭
（
文
化
祭
） 

【
日 

時
】 

６
月
24
日
（
土
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
１
時
30
分 

開
場 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
１
時
45
分
～
３
時
45
分 

 
 
 
 
 
 

６
月
25
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
前
９
時
30
分
～
正
午 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
１
時
45
分
～
４
時
15
分 

【
場 

所
】 

小
笠
原
高
等
学
校 

【
内 

容
】 

 

６
月
24
日
（
土
） 

舞
台
発
表 

 

６
月
25
日
（
日
） 

各
団
体
に
よ
る
企
画 

（午
前
と
午
後
は
同
じ
内
容
） 

【
そ
の
他
】 

 

車
・
二
輪
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

模
擬
店
で
の
販
売
は
、
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま

す
。
予
定
の
販
売
量
に
達
し
次
第
終
了
と
な
り
ま
す

こ
と
を
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。 

午
前
と
午
後
の
間
は
休
憩
時
間
で
す
。
す
べ
て
の

来
場
者
に
一
度
お
帰
り
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

感
染
症
の
蔓
延
等
、
不
慮
の
事
態
に
よ
り
内
容
を

変
更
す
る
場
合
は
、
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ご
来
場
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

 
 

２―

２
３
４
６ 

 

【軽減判定用の総所得基準額表】 

加入者全員の合計総所得額が基準額以下なら軽減を受けられます。 

軽減割合 軽減判定所得の基準額 

7 割軽減 基礎控除額（43 万円）以下 

5 割軽減 
基礎控除額（43 万円）＋29 万円×（被保険者数※2） 

＋10 万円×（給与所得者等※１の数－1）以下 

2 割軽減 
基礎控除額（43 万円）＋53.5 万円×（被保険者数※2） 

＋10 万円×（給与所得者等※１の数－1）以下 

※1 一定の給与所得者と公的年金等の支給を受ける者 

※2 同じ世帯の中で国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療の被保

険者に移行した者を含む。 

太字：今年度変更箇所 

 

 

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
全
国
一
斉
の 

緊
急
情
報
伝
達
試
験 

空
き
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方 

６
月
は
蚊
の
発
生
防
止
強
化
月
間 

 

た
ま
り
水
、
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て 

 

今
月
の
納
期
限
・
口
座
振
替
日 

小
笠
原
高
等
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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令
和
６
年
度
か
ら
小
学
校
で
使
用
す
る
教
科
用
図

書
に
つ
い
て
村
民
の
皆
様
よ
り
ご
意
見
を
い
た
だ
く

た
め
、
次
の
と
お
り
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。 

【
展
示
期
間
】
６
月
５
日
（月
）～
30
日
（金
） 

※
土
日
・
を
除
く 

【
展
示
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

※
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く 

【
展
示
場
所
】《
父
島
》
村
役
場
第
一
庁
舎 

《
母
島
》
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２―

３
１
１
７ 

   

【
職
種
・
採
用
人
員
】
事
務
補
助
員 

１
名 

【
業
務
内
容
】
事
務
補
助
業
務 

【
期
間
】 

 
 

令
和
５
年
７
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日 

【
勤
務
日
時
】
月
曜
日
～
金
曜
日 

 
 
 
 
 
 

午
前
７
時
45
分
～
午
後
４
時
45
分 

 
 
 
 
 
 

（
週
29
時
間
以
内
） 

【
時
間
給
】
１
０
７
２
円
～ 

【
選
考
方
法
】
書
類
・
面
接 

【
申
込
期
限
】
６
月
20
日
（
火
）
ま
で 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会
事
務
局 

  

２―

３
１
１
７ 

       

東
京
都
は
、
父
島
・
母
島
の
小
笠
原
住
宅
の
２
戸

建
て
を
除
却
し
、
新
し
い
住
宅
を
整
備
す
る
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
度
、（
仮
称
）
小
笠
原
清
瀬
第
２
ア
パ
ー
ト

の
建
設
に
向
け
て
造
成
工
事
を
、（
仮
称
）
小
笠
原

沖
村
第
３
ア
パ
ー
ト
の
建
設
に
向
け
て
既
存
の
集
会

所
等
除
却
工
事
の
施
工
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
工
事
説
明
会
を
開
催
し
、
工
事

内
容
等
に
つ
い
て
、
東
京
都
及
び
施
工
会
社
か
ら
説

明
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

説
明
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
予
防
の
た
め
、
会
場
の
定
員
を
設
定
し
て
開
催
い

た
し
ま
す
。(

予
約
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん) 

 

マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
主
体
的
な

選
択
を
尊
重
し
、
個
人
の
判
断
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

ま
た
、
説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
後
日
放
送
し
ま
す
。 

 
な
お
、
東
京
都
職
員
が
来
島
で
き
な
い
状
況
と
な

っ
た
場
合
、
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

◎
説
明
会 

《
父
島
》 

【
日
時
】
６
月
12
日
（
月
）
午
後
７
時
～ 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル 

【
定
員
】
30
名
程
度 

【
対
象
者
】 

父
島
に
お
住
ま
い
の
方
（１
世
帯
１
名
・
先
着
順
） 

《
母
島
》 

【
日
時
】
６
月
13
日
（
火
）
午
後
７
時
～ 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

体
育
室 

【
定
員
】
20
名
程
度 

【
対
象
者
】 

母
島
に
お
住
ま
い
の
方
（１
世
帯
１
名
・
先
着
順
） 

 

◎
テ
レ
ビ
録
画
放
送 

《
小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
11

ch
》 

 
 

７
月
４
日
（
火
）
午
前
９
時
～
・
午
後
６
時
～ 

 
 

７
月
５
日
（
水
）
午
前
９
時
～
・
午
後
６
時
～ 

※
父
島
・
母
島
の
説
明
会
の
様
子(

各
回
と
も
同
じ

内
容)

を
放
送
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

（
説
明
会
）
東
京
都
住
宅
政
策
本
部 

都
営
住
宅
経
営
部
住
宅
整
備
課 

０
３―

５
３
２
０―

７
４
８
８
（直
通
） 

※
６
月
５
日
（
月
）
以
降
は
、
担
当
者
が
小
笠
原
村

に
渡
航
し
て
い
る
た
め
、
東
京
都
小
笠
原
支
庁

土
木
課
住
宅
担
当
２―

２
１
６
９
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

（
テ
レ
ビ
放
送
） 

村
役
場 

総
務
課 

企
画
政
策
室 

２―

３
１
１
１ 

    

（
仮
称
）
小
笠
原
清
瀬
第
２
ア
パ
ー
ト
の
建
設
工
事

に
伴
い
、
父
島
清
瀬
ア
パ
ー
ト
団
地
内
公
園
を
７
月

上
旬
に
閉
鎖
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

公
園
閉
鎖
に
伴
い
、
清
瀬
職
員
住
宅
８
号
棟
敷
地

に
複
合
遊
具
を
移
設
し
、
暫
定
的
に
公
園
と
し
て
利

用
し
ま
す
。 

 

複
合
遊
具
の
移
設
工
事
完
了
後
、
公
園
と
し
て
利

用
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て

は
、
工
事
現
場
付
近
に
掲
示
し
て
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
住
宅
政
策
本
部
都
営
住
宅 

経
営
部
住
宅
整
備
課 

 

０
３―

５
３
２
０―

７
４
８
８
（直
通
） 

 

  

東
京
都
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。 

詳
細
は
、
掲
載
中
の
小
笠
原
支
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
提
出

書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。） 

【
採
用
職
種
】
海
技
（
機
関
業
務
、
甲
板
業
務
） 

【
職
務
内
容
】 

漁
業
調
査
指
導
船
「
興
洋
」
の
機
関
業
務
、 

甲
板
業
務
、
調
査
業
務
等 

【
勤
務
場
所
】
小
笠
原
支
庁
産
業
課
水
産
セ
ン
タ
ー 

【
採
用
予
定
人
数
】
２
名
程
度 

【
受
験
資
格
】 

《
機
関
業
務
》 

採
用
日
に
40
歳
未
満
で
、
①
・
②
の
い
ず
れ
か

の
条
件
を
満
た
す
者
。 

①
五
級
海
技
士
（
機
関
）
以
上
の
海
技
免
許
を
有
す

る
者
、
も
し
く
は
採
用
日
ま
で
に
当
該
資
格
を
取

得
見
込
み
の
者
。 

②
筆
記
試
験
（五
級
海
技
士
（
機
関
）
）免
除
の
者
。 

 

《
甲
板
業
務
》 

採
用
日
に
40
歳
未
満
で
、
①
～
③
の
い
ず
れ
か

の
条
件
を
満
た
す
者
。 

①
五
級
海
技
士
（
航
海
）
以
上
の
海
技
免
許
を
有
す

る
者
、
も
し
く
は
採
用
日
ま
で
に
当
該
資
格
を
取

得
見
込
み
の
者
。 

②
筆
記
試
験
（
五
級
海
技
士
（
航
海
））
免
除
の
者 

③
船
舶
で
の
業
務
経
験
を
有
す
る
（
船
員
手
帳
を
保

有
す
る
）
者
。 

【
採
用
予
定
日
】
令
和
５
年
９
月
１
日
以
降 

（
原
則
、
最
終
合
格
発
表
の
翌
月
１
日
） 

【
申
込
受
付
期
間
】
６
月
１
日(

木)

～
（終
期
未
定
） 

※
採
用
予
定
人
数
を
満
た
し
た
時
点
等
、
予
告
な
く

募
集
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
総
務
課 

２―

２
１
２
１ 

   

父
島
上
級
救
命
講
習
会
（
新
規
講
習
・
再
講
習
）

を
開
催
し
ま
す
。
中
学
生
以
上
の
小
笠
原
村
民
の
方

が
受
講
で
き
ま
す
。
受
講
修
了
者
に
は
「
上
級
救
命

技
能
認
定
証
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
業
務
従
事
者
）」
が
交
付
さ

れ
ま
す
。 

本
事
業
は
小
笠
原
村
よ
り
委
託
を
受
け
、
離
島
に

お
け
る
自
主
救
護
体
制
及
び
自
己
対
応
能
力
の
強
化

小
学
校
教
科
用
図
書
見
本
展
示
会 

小
笠
原
小
学
校
会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集 

新
し
い
東
京
都
小
笠
原
住
宅
に
関
す
る 

『
工
事
説
明
会
』 

父
島
清
瀬
ア
パ
ー
ト
団
地
内
公
園
の

遊
具
移
設
に
つ
い
て 

東
京
都
職
員
（
海
技
）
の
募
集 

上
級
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集(

父
島) 



  NO．755  令和 5（2023）年６月 1 日（木）                           編集・発行  小笠原村総務課 

 

-4- 

を
目
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
つ

い
て
は
政
府
、
東
京
都
の
方
針
に
基
づ
き
、
必
要

な
対
策
を
と
っ
た
上
で
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
新
規
講
習
（
①
～
④
を
お
選
び
く
だ
さ
い
） 

【
対
象
】 

初
め
て
受
講
す
る
方
。
令
和
２
年
度
に
実
施
さ
れ

た
講
習
会
を
受
講
し
て
い
な
い
方
。 

【
日
程
】（
各
７
時
間
） 

（
日
中
２
日
間
コ
ー
ス
） 

①
６
月
17
日
（
土
）
午
後
２
時
～
５
時 

 

６
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時
～
５
時 

 

※
定
員
10
名 

 

（
夜
間
２
日
間
コ
ー
ス
） 

②
６
月
17
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
～
10
時 

 

６
月
18
日
（
日
）
午
後
６
時
30
分
～
10
時 

  

※
定
員
10
名 

 

（
１
日
コ
ー
ス
） 

③
６
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

※
定
員
20
名
・
昼
休
憩
（
１
時
間
）
あ
り 

④
６
月
19
日
（
月
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 

※
定
員
10
名
・
昼
休
憩
（
１
時
間
）
あ
り 

 

【
参
加
費
】
２
，
８
０
０
円
（テ
キ
ス
ト
及
び
教
材
） 

 

◎
再
講
習
（
⑤
～
⑩
を
お
選
び
く
だ
さ
い
） 

【
対
象
】 

令
和
２
年
度
に
実
施
さ
れ
た
講
習
会
を
受
講
し
た

方
。
ま
た
は
、
前
回
の
受
講
日
か
ら
３
年
以
内
の
方
。 

【
日
程
】（
各
３
時
間
） 

⑤
６
月
17
日
（土
）午
後
２
時
～
５
時 

 

※
定
員
20
名 

⑥
６
月
17
日
（土
）
午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分 

 

※
定
員
20
名 

⑦
６
月
18
日
（日
）午
前
９
時
～
正
午 

 

※
定
員
20
名 

⑧
６
月
18
日
（日
）午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分 

 

※
定
員
20
名 

⑨
６
月
19
日
（月
）午
前
９
時
～
正
午 

 

※
定
員
10
名 

⑩
６
月
19
日
（月
）午
後
２
時
～
５
時 

 

※
定
員
10
名 

 

【
参
加
費
】
１
，
８
０
０
円
（テ
キ
ス
ト
及
び
教
材
） 

 

《
共
通
事
項
》 

【
場
所
】 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
奥
村
交
流
セ
ン
タ
ー 

※
都
合
に
よ
り
会
場
・
時
間
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

【
内
容
】 

救
命
手
当
（
成
人
、
小
児
、
乳
児
）、 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
、
応
急
手
当
な
ど 

【
募
集
期
間
】
６
月
１
日
（木
）～
９
日
（金
）ま
で 

※
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
、
ご
希
望
の
日
程
に
添
え
な

い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
予
約
方
法
】 

申
込
受
付
先
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
受
付 

予
約
受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
９
時 

（
日
・
月
は
午
後
５
時
ま
で
） 

予
約
電
話
番
号
：
２―

２
９
１
１ 

※
受
付
の
際
に
講
習
番
号
（
①
～
⑩
）・
住
所
・ 

氏
名
・
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

担
当
：
川
本
・
橋
本 

 
 
 
 

２―

２
４
８
６ 

                                            

【
試
験
日
時
】
６
月
17
日
（
土
）
午
前
９
時
～ 

【
申
込
締
切
】
６
月
16
日
（
金
）
午
後
４
時
30
分 

※
申
込
書
は
、
警
察
署
・母
島
駐
在
所
に
あ
り
ま
す
。 

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署 

 

≪

学
科
試
験
合
格
者
に
つ
い
て≫
 

実
技
講
習
を
、
７
月
17
日
（
月
）
海
の
日
に
警

察
署
敷
地
内
で
の
整
備
点
検
要
領
及
び
島
内
路
上
走

行
訓
練
を
実
施
予
定
。 

※
実
技
講
習
は
天
候
等
諸
事
情
に
よ
り
、
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

交
通
係    

２―

２
１
１
０ 

 

    

商
工
会
で
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
担
当
者
を

招
き
「
出
張
金
融
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

事
業
資
金
全
般
の
ご
相
談
に
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
担
当
者
が
親
切
丁
寧
に
お
答
え
し
ま
す
。 

 

今
後
、
借
入
の
計
画
が
あ
る
方
は
、
ま
ず
面
談
を

さ
れ
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

※
事
前
予
約
を
優
先
い
た
し
ま
す
の
で
、
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

《
父
島
》 

【
日
時
】
７
月
７
日
（
金
）
午
前
９
時
～
正
午 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
２
時
～
４
時 

【
会
場
】
商
工
観
光
会
館
（Ｂ
シ
ッ
プ
）２
階
会
議
室 

《
母
島
》 

【
日
時
】
７
月
８
日
（
土
）
午
前
11
時
～
正
午 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
２
時
～
４
時 

【
会
場
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

※
気
象
状
況
等
で
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
。 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 

２―

２
６
６
６ 

   

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
小
笠
原
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
り
「
第
44
回
く
ら
し

の
法
律
・
税
金
相
談
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

ご
相
談
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。 

◎
く
ら
し
の
法
律
相
談
・
税
金
相
談 

 

皆
様
の
法
律
相
談
、
税
金
相
談
、
相
続
の
相
談
等

に
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税
理
士
が
無
料
で
応
じ

ま
す
。
公
証
人
に
遺
言
な
ど
公
正
証
書
の
相
談
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
作
成
（
有
料
）
を
希
望
す

る
場
合
に
は
事
前
準
備
が
あ
る
の
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

《
父
島
》 

【
日
時
】
７
月
13
日
（木
）午
後
６
時
～
８
時 

 
 
 
 

７
月
14
日
（金
）午
前
９
時
～
午
後
５
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

《
母
島
》 

【
日
時
】
７
月
13
日
（木
）午
後
６
時
～
８
時 

 
 
 
 

７
月
14
日
（金
）午
前
９
時
～
午
後
１
時 

【
場
所
】
母
島
支
所 

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約
を
ご
希
望
の
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
で
も
出
張
し
て

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

 

◎
く
ら
し
の
法
律
教
室
：
消
費
税
に
つ
い
て 

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
中
心
に
） 

 

本
年
10
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。 

 

消
費
税
に
つ
い
て
の
大
き
な
改
正
で
す
の
で
、
す

で
に
消
費
税
を
納
税
し
て
い
る
事
業
者
の
方
に
限
ら

ず
、
一
般
の
方
、
事
業
を
し
て
い
る
が
消
費
税
を
納

め
て
い
な
い
方
も
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

《
父
島
》 

【
日
時
】
７
月
14
日
（
金
）
正
午
～
午
後
１
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
会
議
室 

《
母
島
》 

【
日
時
】
７
月
14
日
（
金
）
正
午
～
午
後
１
時 

【
場
所
】 

母
島
支
所 

２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

 

○
村
民
課
住
民
係            

２―

３
１
１
３ 

○
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

 

０
３―

５
９
１
９―

３
５
３
０ 

原
付
免
許
学
科
試
験 

日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る 

金
融
相
談
の
お
知
ら
せ 

第
44
回
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談 
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【
実
施
日
程
】
６
月
15
日
（
木
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０―

７
１
７
３―

６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 
２―

３
１
１
３ 

  

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
６
月
23
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

（受
付
時
間
：平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
） 

  

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談
（
電
話
相
談
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

【
相
談
日
】
月
・
水
・
金
曜
日 

 

※
祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

   

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く
）
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

●
相
談
・
予
約
・
問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
都
民
生
活
部
地
域 

活
動
推
進
課 

 
 

０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

   

【
日
時
】
６
月
13
日
（
火
）
午
前
10
時
～
正
午 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件 

（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退
職
・解
雇
な
ど
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
お
知
ら
せ
】 

〇
今
年
も
労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
時
期
と
な
り
ま

し
た
。 

６
月
１
日
（
木
）
～
７
月
10
日
（
月
）
の
期
間

中
に
、
申
告
書
の
提
出
お
よ
び
保
険
料
の
納
付
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
事
業
所
移
転
等
の
理
由
に
よ

り
、
年
度
更
新
の
書
類
が
届
い
て
い
な
い
事
業
主
の

方
は
、
労
働
主
査
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。） 

※
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
労
働
保
険

に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
農
林
水
産
の
一

部
の
事
業
は
除
き
ま
す
）。 

 

労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労

働
保
険
の
手
続
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
早
急
に
手

続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。 

〇
６
月
は
全
国
安
全
週
間
の
準
備
期
間
で
す
。 

 

厚
生
労
働
省
で
は
、
産
業
界
で
の
自
主
的
な
労
働

災
害
防
止
活
動
を
推
進
し
、
広
く
一
般
の
安
全
意
識

の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
７
月
１
日
～
７
日
ま
で
全
国
安
全
週
間
を

実
施
し
て
お
り
、
６
月
１
日
～
30
日
を
準
備
期
間

と
し
て
お
り
ま
す
。 

各
事
業
場
で
労
働
災
害
減
少
の
た
め
の
取
組
を
実

施
す
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン 

「
高
め
る
意
識
と
安
全
行
動 

築
こ
う
み
ん
な
の 

ゼ
ロ
災
職
場
」 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

 

     

◎
春
開
始
接
種 

【
接
種
対
象
者
】 

初
回
接
種
（１
・２
回
目
）が
完
了
し
、
前
回
接
種
か

ら
３
か
月
を
経
過
し
た
①
又
は
②
に
該
当
す
る
方 

①
接
種
日
時
点
で
65
歳
以
上
の
方 

②
５
歳
～
64
歳
の
方
で 

 

○
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
な
ど
重
症
化
リ
ス
ク
が

高
い
と
医
師
が
認
め
る
方 

 

○
医
療
従
事
者
、
高
齢
者
施
設
等
従
事
者 

【
接
種
券
の
発
送
】 

①
の
方
に
は
す
で
に
接
種
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

②
の
方
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
、
又
は
①
の
方
で 

 
 

お
手
元
に
接
種
券
が
な
い
方
は
、
村
民
課
福
祉
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
接
種
日
時
】 

６
月
27
日
（
火
）
午
後
４
時
～
５
時
20
分 

【
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所 

【
使
用
ワ
ク
チ
ン
】 

フ
ァ
イ
ザ
ー
２
価
ワ
ク
チ
ン
（
Ｂ
Ａ
４
／
５
） 

【
予
約
方
法
】 

《
受
付
期
間
》
６
月
２
日
（金
）～
22
日
（木
） 

《
電
話
番
号
》
０
８
０―

８
８
６
７―

３
４
３
２ 

又
は 

２―

３
９
３
９ 

《
受
付
時
間
》
平
日 
午
前
８
時
～
正
午
／ 

午
後
１
時
30
分
～
５
時
15
分 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

 

６
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
８
日
（木
）午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
２
日
前
ま
で
に
福
祉
係
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
８
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

○
接
種
可
能
予
防
接
種 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、 

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、 

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 
 ●

予
約
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係        

 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
          

３―

２
１
１
１ 

   

今
回
の
健
診
は
小
児
科
専
門
医
を
招
い
て
、
実
施

し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま

す
。（
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。） 

【
対
象
者
】 

４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、

２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
19
日
（
月
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
45
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
17
日
（
土
） 

受
付
時
間 

午
後
３
時
～
４
時
30
分

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

行
政
相
談
所
の
開
設 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」
の
ご
案
内 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て 

定
期
予
防
接
種 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 
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●
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

       

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 
       

３―

２
１
１
１ 

  

公
認
心
理
師
に
よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

「
癖
が
気
に
な
る
」、「
お
友
達
と
比
べ
て
、
ち
ょ
っ

と
気
に
な
る
」、「
い
つ
も
叱
っ
て
ば
か
り
に
な
っ
て

し
ま
う
」、「
ど
う
い
う
し
つ
け
を
し
た
ら
い
い

の
？
」
な
ど
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
30
日
（
金
）
午
後 

        

７
月
１
日
（
土
）
午
前 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
７
月
１
日
（
土
）
午
後 

７
月
２
日
（
日
）
終
日 

７
月
３
日
（
月
）
午
前 

《
場
所
》 

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室 

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
申
込
み
後
、
日
時

を
調
整
い
た
し
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
６
月
16
日
（
金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

       

２
ー
３
９
３
９  

母
島
支
所 

 
  

        

３―

２
１
１
１ 

  

◎
「
子
ど
も
の
心
の
成
長
発
達
～
ど
う
し
た
ら
い
い

の
？
イ
ヤ
イ
ヤ
期
」 

お
子
さ
ん
の
自
己
主
張
し
た
い
気
持
ち
が
溢
れ
る

「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
」。
で
き
る
だ
け
イ
ラ
イ
ラ
せ
ず

に
、
お
子
さ
ん
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？
今

回
は
、
公
認
心
理
師
か
ら
、
子
ど
も
の
心
の
成
長
の

過
程
や
、
気
持
ち
の
寄
り
添
い
方
、
成
長
に
合
わ
せ 

た
し
つ
け
な
ど
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
７
月
１
日
（
土
）
11
時
～
正
午 

《
会
場
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
父
島
】 

《
日
時
》
７
月
２
日
（日
）９
時
30
分
～
10
時
30
分 

《
会
場
》 

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。 

【
申
込
締
切
】
６
月
30
日
（
金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 
 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
        

 

３―

２
１
１
１ 

   

栄
養
士
か
ら
離
乳
食
の
進
め
方
、
作
り
方
を
学
び

ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
お
子
さ
ん
の
食
に
つ
い
て
の
ご

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。 

【
対
象
者
】
お
お
よ
そ
４
か
月
～
12
か
月
の 

お
子
さ
ん
と
保
護
者 

《
母
島
》 

 

【
日
時
】６
月
17
日
（土
）午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場
所
】母
島
支
所
大
広
間 

《
父
島
》 

 

【
日
時
】６
月
26
日
（月
）午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

【
持
ち
物
】
お
子
さ
ん
用
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。 

【
申
込
締
切
】《
母
島
》
６
月
９
日
（
金
） 

《
父
島
》
６
月
16
日
（
金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

   

村
民
課 

福
祉
係 

 
      

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
  

        

３―

２
１
１
１ 

      

感
染
症
対
策
の
た
め
、
発
熱
、
咳
、
の
ど
の
痛

み
、
息
苦
し
さ
、
下
痢
、
嘔
吐
な
ど
の
症
状
が
あ
る

場
合
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
診
療
所

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

  

全
て
予
約
制
で
す
。 

【
事
前
予
約
】 

平
日
（水
曜
日
を
除
く
）午
後
１
時
30
分
～
５
時

の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
６
月
26
日
（
月
）
～
30
日
（
金
） 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：
６
月
28
日
（
水
）
は
休
診
で
す] 

【
母
島
】 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
６
月
24
日
（
土
） 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

   

全
て
予
約
制
で
す
。 

【
事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30

分
～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
６
月
20
日
（
火
）
午
前
９
時
～
正
午 

【
母
島
】 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
６
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

 

  

全
て
予
約
制
で
す
。 

【
事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30

分
～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
６
月
15
日
（
木
）
～
19
日
（
月
） 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：６
月
15
日
午
前
中
（学
校
健
診
）・
17
日
（土
）は

休
診
で
す] 

【
母
島
】 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
６
月
12
日
（
月
）・
13
日
（
火
） 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：６
月
12
日
午
前
中
（学
校
健
診
）は
休
診
で
す] 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

 

 

 

６
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

           単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 17,999 等級 大人 小人

59,160 50,620 29,580 (+2,071) 5,020 2,510

(+9,660) (+8,270) (+4,830) 16,756 (+1,070) (+530)

42,730 34,190 21,370 (+1,928) 6,030 3,020

(+6,980) (+5,590) (+3,490) 15,413 (+1,290) (+650)

32,190 25,760 16,100 (+1,773) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+5,260) (+4,210) (+2,630) 1,803

28,250 22,600 14,130 (+207)

(+4,610) (+3,680) (+2,310) 1,342 9,817

等級 村民 村民小人 身障者 (+154) (+1,369)

46,350 23,180 29,580 9,203

(+7,570) (+3,790) (+4,830) (+1,283)

29,920 14,960 21,370 8,590

(+4,890) (+2,440) (+3,490) (+1,198)

22,540 11,270 16,100 983

(+3,680) (+1,840) (+2,630) (+137)

19,780 9,890 14,130 741

(+3,230) (+1,610) (+2,310) (+103)

6月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席 5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

公
認
心
理
師
に
よ
る
子
育
て
個
別
相
談 

公
認
心
理
師
に
よ
る
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー  

 

育
児
学
級
（
離
乳
食
の
会
） 

感
染
症
対
策
に
伴
う
お
願
い 

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

小
児
科
専
門
診
療 

耳
鼻
咽
喉
科
専
門
診
療 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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◎
お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸
の
村
民
割
引 

 

小
笠
原
村
在
住
の
村
民
の
方
が
お
が
さ
わ
ら
丸
に

ご
乗
船
の
際
に
２
等
和
室
、
２
等
寝
台
、
特
２
等
寝

台
分
が
片
道
30
％
割
引
に
な
る
「
村
民
割
引
」
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

ま
た
、
は
は
じ
ま
丸
に
ご
乗
船
の
際
に
は
復
路
が

80
％
割
引
に
な
る
「
村
民
往
復
割
引
」
を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。 

 

窓
口
に
お
い
て
乗
船
券
を
ご
購
入
の
際
に
「
乗
船

券
購
入
申
込
書
」（
割
引
申
請
書
）
と
次
の
証
明
書

類
（
有
料
人
員
分
、
コ
ピ
ー
不
可
）
を
必
ず
ご
提
示

く
だ
さ
い
。 

①
小
笠
原
村
発
行
の
居
住
証
明
書 

（
カ
ー
ド
式
ま
た
は
一
回
式
） 

②
小
笠
原
村
の
住
所
が
記
載
さ
れ
た
運
転
免
許
証 

③
顔
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

※
無
賃
の
幼
児
・
乳
児
は
不
要
で
す
が
小
人
（
有
料

の
幼
児
含
む
）
の
方
も
「
村
民
割
引
」
適
用
の
際

は
居
住
証
明
書
が
必
要
で
す
。 

※
そ
の
他
、
学
生
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
で
は
村
民

割
引
は
で
き
ま
せ
ん
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
（株
）父
島
営
業
所
・ 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
）父
島
代
理
店
２―

２
１
１
１ 

    

南
洋
踊
り
保
存
会
で
は
、
小
笠
原
の
郷
土
芸
能
の

保
存
活
動
の
一
環
と
し
て
、
南
洋
踊
り
の
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。 

【
実
施
日
時
・
講
習
予
定
】 

①
６
月
４
日
（日
）午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

 

踊
り
の
披
露
、
ウ
ラ
メ 

 

※
第
１
回
は
衣
装
を
着
て
披
露
し
ま
す
。
見
学
の
み
の

方
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

②
６
月
８
日
（木
）午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

 

ウ
ラ
メ
の
復
習
、
夜
明
け
前 

③
６
月
14
日
（水
）午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

 

夜
明
け
前
の
復
習
、
ウ
ワ
ド
ロ 

④
６
月
20
日
（火
）午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

 
 

ウ
ワ
ド
ロ
の
復
習
、
ギ
ダ
イ 

※
以
降
は
、
保
存
会
に
入
会
さ
れ
る
方
向
け
の
練
習

会
を
行
い
ま
す
。 

【
会
場
】
二
見
港
船
客
待
合
所 

【
申
込
方
法
】 

当
日
会
場
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。 

第
２
回
以
降
か
ら
の
参
加
も
で
き
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

 

南
洋
踊
り
保
存
会 

０
９
０―

８
０
０
５―

８
６
４
０ 

  

      

小
笠
原
村
で
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に

と
も
な
う
二
酸
化
炭
素
削
減
の
取
組
と
し
て
、
省
エ

ネ
家
電
の
普
及
を
促
進
す
る
事
業
を
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
東
京
都
が
実
施
し
て
い
る
、
省
エ

ネ
性
能
の
よ
り
高
い
家
電
の
買
換
え
に
対
し
、
郵
便

為
替
で
受
け
取
れ
る
「
東
京
ゼ
ロ
エ
ミ
ポ
イ
ン
ト
」

を
付
与
す
る
家
庭
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
行
動
推
進

事
業
（
以
下
「
都
事
業
」
と
い
う
）
の
う
ち
、
エ
ア

コ
ン
、
冷
蔵
庫
に
つ
い
て
、
村
の
補
助
金
を
上
乗
せ

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

都
事
業
に
お
い
て
、
令
和
５
年
４
月
購
入
分
か
ら

も
ら
え
る
ポ
イ
ン
ト
が
、
村
の
補
助
金
対
象
と
な
る

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
に
つ
い
て
は
２
千
～
５
千
ポ
イ

ン
ト
増
え
て
い
る
た
め
、
村
の
補
助
額
も
同
額
増
え

ま
す
。 

 

消
費
電
力
を
減
ら
す
こ
と
は
、
地
球
温
暖
化
の
防

止
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
電
気
代
の
節
約
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。 

 

詳
細
と
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、
都
事
業
ま
た
は

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
環
境

課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

都
事
業
▼https://www.zero-emi-points.jp/ 

村
▼

https://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/kank

yo/zerocarbon

（
こ
こ
か
ら
補
助
金
の
ペ
ー
ジ
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
） 

   

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

環
境
課 

自
然
環
境
係 

 
 
 

２―

２
２
７
０ 

    

東
京
都
で
は
、
フ
ロ
ン
排
出
削
減
と
Ｈ
Ｔ
Ｔ
（
電

力
を
Ｈ
減
ら
す
・
Ｔ
創
る
・
Ｔ
蓄
め
る
）、
脱
炭
素

化
を
推
進
す
る
た
め
「
省
エ
ネ
型
ノ
ン
フ
ロ
ン
機

器
」
の
導
入
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。 

【
対
象
機
器
】
省
エ
ネ
型
ノ
ン
フ
ロ
ン
機
器
の
う

ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の 

①
冷
凍
冷
蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
（
内
蔵
型
・
別
置
型
） 

②
冷
凍
冷
蔵
用
ま
た
は
空
調
用
チ
リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト 

③
冷
凍
冷
蔵
ユ
ニ
ッ
ト 

（
車
載
用
、
船
舶
用
ま
た
は
輸
送
用
を
除
く
） 

※
②
・
③
は
、
圧
縮
機
に
用
い
ら
れ
る
原
動
機
の
定

格
出
力
が
７
・
５
kw
以
上
の
も
の
。 

【
助
成
率
・
上
限
額
】 

 

助
成
率
：
対
象
経
費
の
２
分
の
１ 

 

上
限
額
：
１
６
０
０
万
円
／
台 

 
 
 
 
 

３
千
万
円
／
事
業
者 

【
助
成
対
象
事
業
者
】 

 

都
内
で
事
業
所
を
所
有
・使
用
し
て
い
る
中
小
企
業

者
ま
た
は
個
人
事
業
主
（リ
ー
ス
を
行
う
場
合
も
含

む
） 

※
冷
凍
冷
蔵
倉
庫
及
び
食
品
製
造
工
場
を
除
く 

※
事
業
の
詳
細
は
当
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://www.tokyo-

co2down.jp/subsidy/nonfuron 

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

 

公
益
財
団
法
人 

東
京
都
環
境
公
社 

 

東
京
都
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー 

０
３―

５
９
９
０―

５
０
８
８ 

  

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談 

 

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
「
母
島
巡

回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の

機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
診
療
日
程
】 

６
月
20
日
（
火
）
午
前
11
時
～
正
午 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

 

６
月
21
日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
～
正
午 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

 

６
月
22
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
～
正
午 

【
予
約
申
込
】
６
月
14
日
（
水
）
ま
で 

都事業 

ホームページ 

村 
ホームページ 

南
洋
踊
り
講
習
会
の
お
知
ら
せ 

省
エ
ネ
型
ノ
ン
フ
ロ
ン
機
器 

普
及
促
進
事
業 

小
笠
原
村
省
エ
ネ
家
電
製
品
普
及
促
進
事
業

補
助
金
に
つ
い
て 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 17,999 等級 大人 小人

59,160 50,620 29,580 (+2,071) 5,020 2,510

(+9,660) (+8,270) (+4,830) 16,756 (+1,070) (+530)

42,730 34,190 21,370 (+1,928) 6,030 3,020

(+6,980) (+5,590) (+3,490) 15,413 (+1,290) (+650)

32,190 25,760 16,100 (+1,773) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+5,260) (+4,210) (+2,630) 1,803

28,250 22,600 14,130 (+207)

(+4,610) (+3,680) (+2,310) 1,342 9,817

等級 村民 村民小人 身障者 (+154) (+1,369)

46,350 23,180 29,580 9,203

(+7,570) (+3,790) (+4,830) (+1,283)

29,920 14,960 21,370 8,590

(+4,890) (+2,440) (+3,490) (+1,198)

22,540 11,270 16,100 983

(+3,680) (+1,840) (+2,630) (+137)

19,780 9,890 14,130 741

(+3,230) (+1,610) (+2,310) (+103)

6月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席 5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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【
場
所
】
ご
自
宅
へ
の
往
診
を
基
本
と
し
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
・
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。 

診
療
は
有
料
、
相
談
は
無
料
で
す
。 

○
予
約
申
込
み
先 

小
笠
原
動
物
対
処
室
０
９
０-

１
６
９
２-

７
６
６
６ 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

（
環
境
課 

自
然
環
境
係
）   
２-

２
２
７
０ 

 

    

５
月
30
日
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）
～
６
月
８
日

（
世
界
海
洋
デ
ー
）
前
後
ま
で
を
、
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ

ィ
ー
ク
と
定
め
、
毎
年
、
日
本
全
国
で
海
洋
ご
み
削

減
の
た
め
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
海
ご
み
ゼ

ロ
ウ
ィ
ー
ク
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
各
ビ
ー
チ
に

海
ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
す
。
ご
家
族
な

ど
で
ビ
ー
チ
に
お
出
か
け
の
際
は
、
海
ご
み
の
回
収

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
実
施
期
間
】
５
月
30
日
～
６
月
８
日
（木
） 

【
場
所
】
宮
之
浜
、
大
村
海
岸
、
製
氷
海
岸
、
扇
浦 

【
共
催
】
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
、 

小
笠
原
海
上
保
安
署
、
小
笠
原
村 

【
協
力
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
海
洋
島
研
究
会
、 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会 

【
そ
の
他
】 

集
積
し
た
海
ご
み
は
回
収
し
て
分
別
し
ま
す
。
回

収
量
や
ゴ
ミ
の
種
類
な
ど
の
結
果
は
、
村
民
だ
よ
り

で
ご
報
告
し
ま
す
。 

   

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２―

７
１
７
４ 

  

  

【
開
館
日 

】
お
が
さ
わ
ら
丸
、
観
光
船
入
港
中 

【
開
館
時
間 

】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

◎
特
別
展 

○
「
ザ 

小
笠
原
の
イ
ル
カ
」
展 

～
あ
の
こ
ど
ん
な
こ
、
き
に
な
る
こ
～ 

開
催
中 

小
笠
原
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ル
カ
の
個
体
識
別
調

査
や
生
態
な
ど
を
紹
介
し
、
海
で
イ
ル
カ
に
出
会
っ

た
時
に
さ
ら
に
楽
し
く
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
展

示
で
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

２
ー
３
０
０
１ 

      

◎
小
笠
原
村
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除 

 

小
笠
原
村
で
は
、
父
島
に
お
け
る
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る

農
業
被
害
対
策
と
し
て
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆

除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
区
域
は
夜
明
道
路
か

ら
湾
岸
通
り
、
巽
道
路
の
周
辺
、
北
袋
沢
か
ら
小
港

海
岸
、
中
山
峠
の
周
辺
で
、
主
に
道
路
沿
い
を
周
回

し
ま
す
。
通
行
止
め
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
実
施
区
域

に
入
る
際
は
、
ご
注
意
の
上
で
、
交
通
誘
導
等
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【
作
業
日
程
】 

６
月
９
日
（金
）、
15
日
（木
）、
21
日
（水
） 

 ●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

 

◎
環
境
省
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
排
除(

東
平) 

 

環
境
省
で
は
、
父
島
東
平
自
然
再
生
区
の
ノ
ヤ
ギ

侵
入
防
止
柵
内
の
ノ
ヤ
ギ
の
再
排
除
の
た
め
、
銃
器

に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
次
の
日
程
で
行
い
ま

す
。
東
平
の
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
（
東
平
・
石
浦
）

は
通
行
可
能
で
す
が
、
ル
ー
ト
外
に
は
立
ち
入
ら
な

い
よ
う
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

【
作
業
日
時
】
６
月
27
日
（
火
） 

午
前
７
時
～
午
後
３
時 

【
作
業
区
域
】
父
島
東
平
自
然
再
生
区 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２―

７
１
７
４ 

 

◎
東
京
都
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
排
除 

 

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。
本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た

め
、
一
部
の
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
及
び
遊
歩
道
を
通

行
止
め
に
い
た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め

と
な
っ
た
ル
ー
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
時
間
】 

午
前
６
時
～
午
後
２
時(

入
港
日
は
正
午
ま
で) 

【
作
業
区
域
】 

鳥
山
か
ら
巽
湾
側
に
小
港
ま
で
の
沿
岸
・そ
の
周
辺

山
域(

住
宅
地
・東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く)

。 

沿
岸
部
作
業
は
、
二
見
湾
内
・遊
泳
地(

釣
浜
、
宮
之

浜
、
初
寝
浦
、
石
浦
、
ジ
ニ
ー
ビ
ー
チ
、
ジ
ョ
ン
ビ
ー

チ
、
ブ
タ
海
岸
、
小
港
海
岸
、
コ
ペ
ペ
海
岸)

を
除
く
す
べ

て
の
父
島
沿
岸
域(

地
図
参
照)

。 
【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

６
月
２
日
（
金
） 

 

①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

６
月
３
日
（
土) 

 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

６
月
４
日
（
日
） 

 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

６
月
５
日
（
月
） 

 

沿
岸
部
・
大
滝
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め
区

間
な
し 

６
月
10
日
（
土
） 

 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

  

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

６
月
11
日
（
日
） 

  

沿
岸
部
・大
滝
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め
区
間

な
し 

６
月
16
日
（
金) 

  

①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

６
月
17
日
（
土
） 

  

沿
岸
部
・大
滝
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め
区
間

な
し 

６
月
22
日
（
木
） 

  

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

６
月
23
日
（
金
） 

  

沿
岸
部
・大
滝
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め
区
間

な
し 

６
月
28
日
（
水
） 

  

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

６
月
29
日
（
木
） 

 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

６
月
30
日
（
金
） 

 

沿
岸
部
・大
滝
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め
区
間

な
し 

            

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

海ごみゼロ 

ウィーク 

の取組はこちら 

▼ 

小
笠
原 

海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク 

（
海
岸
清
掃
） 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
・
排
除

に
伴
う
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
等
の
通
行

止
め
に
つ
い
て 
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国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易
講
習

会
に
つ
い
て
、
講
習
資
料
等
を
配
付
し
各
自
で
受
講

し
て
い
た
だ
く
講
習
と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

の
提
出
を
持
っ
て
講
習
修
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
す
。 

次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
、
利
用
講
習
の
受
講

と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
講
習
資
料

の
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
講
習
申
込
み
締
切
日

ま
で
に
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

１ 

村
民
の
方
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し

て
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
簡

易
講
習
） 

父
島
・
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

２ 

調
査
・
研
究
お
よ
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ

れ
る
方
（
調
査
研
究
簡
易
講
習
） 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の

各
自
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

※
１
、
２
の
事
務
の
流
れ
は
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。 

①
受
講
希
望
者
は
締
切
日
ま
で
に
電
話
に
て
申
込
み 

②
講
習
資
料
を
郵
送
に
て
送
付 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

を
記
載
し
郵
送 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
。 

 

◎
父
島
・
母
島
講
習
申
込
み
締
切
日 

【
締
切
日
】
６
月
21
日
（
水
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー  

２―

３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  

 

２―

２
１
０
３ 

      

「
２
０
２
２
／
２
３
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
を
振

り
返
っ
て
」 

  
２
０
２
２
／
２
３
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
開
始

の
合
図
は
、
昨
年
11
月
26
日
、
父
島
二
見
湾
口
付

近
で
の
１
頭
の
ク
ジ
ラ
の
確
認
で
し
た
。
今
シ
ー
ズ

ン
は
、
小
笠
原
で
最
も
有
名
な
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
で
あ

る
「
モ
ッ
チ
ー
ニ
」
が
新
生
児
を
連
れ
て
い
た
こ
と

や
、
二
見
湾
内
に
良
く
入
っ
て
く
る
若
い
個
体
が
い

て
、
二
見
湾
や
洲
崎
の
地
名
に
ち
な
ん
で
「
ふ
た
ち

ゃ
ん
」
や
「
す
ー
ち
ゃ
ん
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
話
題

に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
ん
な
今

シ
ー
ズ
ン
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
を
、
定
点

目
視
観
測
の
結
果
か
ら
振
り
返
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
を
調

べ
る
た
め
、
毎
年
12
月
か
ら
翌
年
５
月
に
か
け

て
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台
か
ら
毎
朝

30
分
間
の
定
点
目
視
観
測
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

次
の
グ
ラ
フ
は
、
半
月
ご
と
に
そ
の
平
均
発
見
頭
数

を
ま
と
め
た
結
果
で
す
。 

  

12
月
前
半
の
１
日
の
平
均
発
見
頭
数
は
１
頭
に

も
満
た
な
い
程
度
で
し
た
が
、
12
月
後
半
は
観
測

の
度
に
ク
ジ
ラ
の
姿
を
確
認
で
き
、
昨
シ
ー
ズ
ン
を

上
回
る
発
見
数
と
な
り
ま
し
た
。
年
明
け
後
も
順
調

に
発
見
数
は
増
え
、
１
月
後
半
ま
で
は
一
昨
シ
ー
ズ

ン
と
同
じ
よ
う
な
傾
向
で
推
移
し
て
い
き
ま
し
た
。

２
月
に
入
っ
て
も
そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
増
加
し
、

30
頭
以
上
を
確
認
し
た
日
も
度
々
あ
り
ま
し
た
。

結
果
的
に
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
２
月
後
半
に
来
遊
ピ
ー

ク
（
平
均
発
見
頭
数
は
27
頭
程
）
を
迎
え
ま
し
た

が
、
３
月
中
も
平
均
25
頭
程
の
発
見
が
あ
り
、
過

去
２
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
時
を
上
回
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
シ
ー
ズ
ン
終
盤
と
な
っ
た
４
月
以
降
は
、

１
日
の
発
見
頭
数
が
20
頭
を
下
回
る
よ
う
に
な

り
、
４
月
後
半
以
降
は
過
去
２
シ
ー
ズ
ン
よ
り
少
し

多
く
見
ら
れ
て
い
る
か
な
と
い
う
程
度
で
推
移
し
ま

し
た
。
２
月
か
ら
３
月
の
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
の
比
較

か
ら
も
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
過
去
２
シ
ー
ズ
ン
以
上
に

ク
ジ
ラ
が
沢
山
確
認
で
き
た
シ
ー
ズ
ン
で
あ
っ
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。 

                       

さ
て
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
り
、
イ

ル
カ
や
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
メ
イ

ン
と
な
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
生
き
物
に
も
や

さ
し
く
、
そ
し
て
安
全
に
楽
し
く
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が

で
き
る
よ
う
、
自
主
ル
ー
ル
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

一
般
社
団
法
人
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会

（Ｏ
Ｗ
Ａ
）                    

２
ー
３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
265 

 ―

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
を
見
守
る―

 

  

夜
に
、
散
歩
が
て
ら
海
岸
を
散
歩
し
て
い
る
と
、

大
き
な
黒
い
岩
の
よ
う
な
も
の
が
波
打
ち
際
で
じ
っ

と
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
ん
だ
と
目
を
細

め
て
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
と
、
の
そ
の
そ
と
動
き

出
し
、
砂
浜
の
奥
の
方
ま
で
歩
い
て
い
き
ま
す
。
そ

う
、
産
卵
に
や
っ
て
き
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
で
す
。 

 

も
し
上
陸
中
の
ウ
ミ
ガ
メ
に
出
く
わ
し
た
時
、

我
々
人
間
は
ど
の
よ
う
に
彼
ら
を
見
守
る
の
が
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？
「
ウ
ミ
ガ
メ
に
優
し
い
観
察
」
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

ウ
ミ
ガ
メ
は
光
に
敏
感
な
動
物
で
す
。
彼
ら
の
姿

を
し
っ
か
り
観
察
し
よ
う
と
懐
中
電
灯
や
ス
マ
ホ
の

ラ
イ
ト
を
向
け
る
と
、
彼
ら
は
驚
い
て
海
に
帰
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
そ
の
日
産
み
落
と
さ

れ
る
は
ず
だ
っ
た
命
は
、
こ
の
世
に
生
を
授
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
は
人
間
の
存
在

に
も
敏
感
で
す
。
姿
を
一
目
見
よ
う
と
、
彼
ら
の
前

方
か
ら
ダ
ッ
シ
ュ
で
近
づ
く
と
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
海
に

追
い
返
し
て
し
ま
い
ま
す
。
も
し
上
陸
中
の
ウ
ミ
ガ

メ
に
出
会
っ
た
ら
前
方
に
は
立
た
ず
、
少
し
離
れ

て
、
彼
ら
の
視
界
に
入
ら
な
い
後
方
か
ら
そ
っ
と
ウ

ミ
ガ
メ
を
見
守
る
と
安
心
し
て
産
卵
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

６
月
～
７
月
は
小
笠
原
諸
島
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の

産
卵
の
ピ
ー
ク
で
す
。
人
と
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
と
が
共

存
で
き
る
よ
う
、
彼
ら
に
優
し
い
観
察
を
心
が
け
ま

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林

簡
易
講
習
会
に
つ
い
て
（
父
島
・
母
島
） 
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し
ょ
う
。 

◎
迷
走
ウ
ミ
ガ
メ
１
１
０
番
！ 

産
卵
に
上
陸
し
て
き
た
母
ガ
メ
が
道
路
に
出
て
し

ま
っ
た
り
、
木
に
挟
ま
っ
て
帰
れ
な
く
な
っ
た
り
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
時
々
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
り
、

衰
弱
し
て
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

発
見
し
た
場
合
は
至
急
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
２―

２
８
３
０ 

夜
間
は 

 

０
９
０-

１
４
６
１-

３
１
７
１ 

（認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://bonin-ocean.net   

 

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」 

 

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」
で
は
、
戦
前
に
硫
黄
島

で
暮
ら
し
て
い
た
島
の
人
た
ち
の
日
常
を
村
民
の
皆

さ
ま
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
転
載
元
の
書

誌
情
報
は
村
民
だ
よ
り
746
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

硫
黄
島
編
（
９
） 

─
─

見
つ
か
っ
た
墓
石
は
？ 

 

石
屋
さ
ん
が
い
て
、
皆
手
伝
っ
て
る
ん
だ
と
思

う
。
う
ち
に
は
、
硫
黄
島
に
は
お
墓
は
な
い
か
ら
、

水
口
家
は
。
島
民
墓
地
は
あ
っ
た
。
大
坂
山
を
下
っ

て
、
左
に
入
っ
た
と
こ
ろ
。
だ
か
ら
、
お
盆
に
な
る

と
す
ご
い
よ
、
自
分
ち
の
墓
な
く
た
っ
て
行
く
よ
、

島
民
墓
地
に
、
籠
に
い
っ
ぱ
い
お
供
え
持
っ
て
。 

─
─

何
し
に
行
く
の
？ 

 

お
墓
で
供
養
す
る
の
よ
。
誰
か
、
親
戚
の
お
墓
が

あ
る
か
ら
。
う
ち
親
戚
は
、
金
澤
っ
て
い
う
お
じ
さ

ん
が
亡
く
な
っ
て
た
か
ら
ね
。
ち
ゃ
ん
と
い
っ
ぱ
い

ご
馳
走
持
っ
た
り
、
ス
イ
カ
持
っ
た
り
し
て
行
く

よ
、
み
ん
な
で
ご
供
養
し
て
。 

─
─

お
酒
飲
ん
だ
り
？ 

 

う
ち
の
お
父
さ
ん
は
お
酒
一
滴
も
飲
め
な
い
。
よ

く
覚
え
て
な
い
け
ど
ね
、
行
っ
た
記
憶
は
あ
る
の
。

金
澤
の
お
じ
さ
ん
が
死
ん
だ
時
、
４
人
で
棺
担
い

で
、
う
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
［
＝
フ
サ
子
さ
ん
の

母
］
が
団
扇
太
鼓
を
鳴
ら
し
な
が
ら
。
北
［
部
落
］

か
ら
、
西
［
部
落
］
の
お
墓
ま
で
行
っ
た
の
覚
え
て

い
る
よ
。 

─

土
葬
？ 

 

土
葬
だ
よ
。
で
も
さ
、
火
葬
す
る
と
こ
ろ
は
あ
っ

た
よ
。［
金
澤
家
の
］
お
墓
の
下
に
あ
っ
た
よ
。
石

が
積
ん
で
あ
っ
て
、
薪
で
燃
し
て
。
で
も
、
そ
う
い

う
の
は
向
こ
う
［
＝
硫
黄
島
］
で
生
ま
れ
育
っ
た
人

じ
ゃ
な
く
て
、
何
か
［
の
理
由
］
で
［
硫
黄
島
に
］

来
て
亡
く
な
っ
た
人
だ
け
じ
ゃ
な
い
の
？ 

硫
黄
島

で
生
ま
れ
育
っ
た
人
は
棺
の
ま
ま
［
埋
め
る
ん
だ

よ
］。
寝
棺
だ
よ
、
座
り
棺
じ
ゃ
な
い
よ
。［
集
団
入

植
地
の
］
那
須
行
っ
て
は
じ
め
て
、
座
り
棺
っ
て
見

た
け
ど
ね
。
棺
作
る
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う

ね
、
大
工
さ
ん
だ
か
、
誰
が
作
っ
て
る
ん
だ
か
知
ら

な
い
け
ど
。
４
人
で
担
ぐ
ん
だ
よ
。
北
［
部
落
］
か

ら
西
［
部
落
］
ま
で
結
構
長
か
っ
た
よ
、
あ
ん
ま
り

よ
く
覚
え
て
な
い
け
ど
ね
。
私
と
同
い
年
く
ら
い
の

女
の
子
が
、
バ
ケ
ツ
か
、
樽
に
水
が
張
っ
て
あ
っ

て
。
そ
こ
に
顔
入
れ
て
死
ん
じ
ゃ
っ
た
ん
だ
っ
て
。

東
［
部
落
］
の
人
だ
け
ど
ね
。
棺
担
い
で
、
東
の
道

を
行
く
の
に
、
直
接
見
て
い
た
ら
悪
い
か
ら
っ
て
、

木
の
陰
か
ら
私
の
母
親
が
見
て
た
の
。 

─
─

若
い
子
が
亡
く
な
っ
ち
ゃ
う
と
ね
［
悲
し
い
］

…
…
 

 

私
が
、
７
歳
か
そ
れ
く
ら
い
の
時
。 

（
川
島
恒
夫
）
昔
は
数
え
の
８
歳
が
入
学
だ
か
ら
。

生
ま
れ
た
年
は
１
歳
だ
か
ら
。 

 

木
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
ね
。
ど
う
し
て
亡
く
な
っ

た
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
［
＝
フ
サ

子
さ
ん
の
母
］
が
教
え
て
く
れ
た
の
。［
危
な
い
か

ら
］
私
が
生
ま
れ
て
か
ら
庭
を
這
わ
せ
な
い
よ
う
に

し
て
い
た
っ
て
、
母
親
が
よ
く
言
っ
て
い
た
。 

（
川
島
恒
夫
）
水
槽
は
高
か
っ
た
っ
け
？ 

段
差
が

な
か
っ
た
の
に
よ
く
落
ち
な
か
っ
た
な
ー 

…
…
 

 

屋
根
が
あ
っ
て
、
水
汲
み
口
は
１
か
所
高
く
な
っ

て
る
の
。
周
り
に
も
屋
根
が
つ
い
て
る
の
。 

─
─

あ
の
家
の
タ
ン
ク
の
上
に
、
屋
根
が
あ
っ
て
、

水
汲
め
る
場
所
だ
け
高
く
な
っ
て
［
落
ち
な
い
よ
う

に
な
っ
て
］
る
ん
だ
っ
て
。 

 

［
屋
根
の
上
に
］
石
も
や
っ
て
い
た
よ
。
蓋
し
て

あ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
ね
。
頑
丈
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う

ね
。
布
団
も
干
し
て
た
。 

─
─

子
ど
も
が
落
ち
な
い
よ
う
に
。
乗
っ
て
も
壊
れ

な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
し
た
屋
根
だ
っ
た
ろ
う
ね
。 

・
・
・
次
回 

硫
黄
島
（
10
）
に
つ
づ
く 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
九
十
七
貝
「
タ
ヒ
チ
の
再
導
入
作
戦
」 

  

海
外
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
史
上
最
大
の
作
戦
ら

し
い
。
タ
ヒ
チ
と
モ
ー
レ
ア
島
で
始
ま
っ
た
ポ
リ
ネ

シ
ア
マ
イ
マ
イ
の
再
導
入
作
戦
で
あ
る
。
何
が
史
上

最
大
か
と
い
う
と
、
11
種
５
千
頭
と
い
う
再
導
入

の
規
模
だ
と
い
う
。 

 

タ
ヒ
チ
な
ど
で
は
外
来
ヤ
マ
ヒ
タ
チ
オ
ビ
の
捕
食

で
ポ
リ
ネ
シ
ア
マ
イ
マ
イ
が
ほ
ぼ
野
生
絶
滅
し
た
。

生
き
残
っ
た
個
体
を
英
国
の
動
物
園
な
ど
で
分
散
飼

育
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
野
生
復
帰
さ
せ
よ
う

と
い
う
事
業
で
あ
る
。
こ
の
域
外
繁
殖
事
業
は
、
小

笠
原
の
マ
イ
マ
イ
保
全
事
業
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
き

た
の
だ
が
、
一
足
早
く
、
本
格
的
な
再
導
入
を
始
め

た
訳
で
あ
る
。
英
国
な
ど
の
報
道
に
は
楽
天
的
な
見

出
し
が
躍
っ
て
い
る
。
だ
が
、
実
は
こ
れ
は
そ
う
簡

単
な
話
で
は
な
い
。 

 

ポ
リ
ネ
シ
ア
マ
イ
マ
イ
の
野
生
復
帰
事
業
は
８
年

前
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
今
ま
で
必
ず
し
も
う
ま

く
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
当
初
ラ
イ
ア

テ
ア
と
フ
ア
ヒ
ネ
に
再
導
入
し
た
が
、
ほ
ぼ
全
滅
し

て
し
ま
っ
た
。
原
因
は
、
も
と
も
と
の
絶
滅
を
引
き

起
こ
し
た
ヤ
マ
ヒ
タ
チ
オ
で
は
な
く
、
そ
の
後
に
侵

入
し
た
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ
リ
ク
ウ
ズ
ム
シ
の

捕
食
で
あ
っ
た
。 

 

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ
リ
ク
ウ
ズ
ム
シ
は
、
実

は
タ
ヒ
チ
に
も
、
モ
ー
レ
ア
に
も
侵
入
し
て
い
る
。

小
笠
原
と
同
じ
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
だ
。
し
か
も

問
題
は
解
決
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
失
敗

覚
悟
で
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
作
戦
な
の
で
あ
る
。

ポ
リ
ネ
シ
ア
マ
イ
マ
イ
は
木
の
上
部
に
登
る
の
で
、

あ
ま
り
食
べ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
判
断
だ
と
い

う
。 

 

上
手
く
行
く
か
ど
う
か
は
か
な
り
運
頼
み
の
部
分

が
あ
り
そ
う
だ
が
、
失
敗
覚
悟
で
挑
戦
し
て
み
る
、

と
い
う
態
度
は
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。

上
手
く
行
け
ば
よ
い
し
、
失
敗
し
て
も
得
る
も
の
が

あ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
は
見
習

い
た
い
点
だ
と
思
う
。 

               

【
文
】
東
北
大
学
教
授 

千
葉 

聡 

【
イ
ラ
ス
ト
】
小
野 

恵 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 
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定期的な歯科検診を受けよう！ 
 
毎日の歯みがきだけでは、歯垢を完全に 
取り除くことは難しいものです。 
歯科医院での歯石の除去など 
プロフェッショナルケアも欠かせません。 
歯科医院で、半年に１度は定期検診を受けましょう。 

― 村民課福祉係 ― 

― 第２80号 ― 

 

クジラの伝言板 

 
 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：早速デンタルフロスを使ってみたら、歯ぐきから血が出ちゃったよ！ 
保健師：炎症が起きていて歯ぐきが腫れていたのですね。でも大丈夫です。毎日行うことで炎症も治まっ

ていき、出血も次第になくなっていきます。また、歯ぐきの状態をみてもらうために、歯科での
定期的なチェックも大切です。  

クジラ：そっかー！定期的なチェックが大切なんだね。半年に１回は歯医者さんに行こう！ 

 

6月４日～10日は「歯と口の健康週間」です。みなさんは現在、自分の歯が何本あるか、数えたことはあるでしょう

か？乳歯が生えそろった子どもで２０本、永久歯が完全に生え変わった状態で２８本（親知らずが生えている場合は３２

本）です。いつまでも、笑顔でおいしく食事を楽しむことは、健康づくりの第一歩です。 

今回は健康な歯を保つために大切なことをお伝えします。 

歯を失う最大の原因の一つは・・・「歯周病」といわれています。 

歯周病の最大の原因は歯垢（プラーク）です。 
歯周病は、歯周病菌によって歯を支える歯ぐきと骨

が壊されていく病気です。歯周病菌は歯と歯ぐきの間
の歯垢にいます。 

歯周病にならないための４つの習慣 

４ 

鏡をみて口の中を 

チェックしよう！ 
 
歯と歯ぐきの状態をチェックすることが、 
歯周病予防の第一歩です。歯垢がついていないか、 
歯ぐきが赤く腫れていないか、歯と歯ぐきの境目が 
引き締まっているかチェックしましょう。 

歯垢がたまりやすい場所を 

重点的にみがこう！ 
毎日、歯みがきをしているのに、むし歯や歯周病になって

しまう方が少なくありません。それは、みがいたつもりで

も、みがき残しがある 

からです。右図のように 

歯垢のたまりやすい場所 

を重点的にていねいに 

みがきましょう。 ３  

１

１

１

１

１

１

１

１

１ 

まずは…歯周病セルフチェック！ 

□ 歯みがきをすると血が出る。 

□ 歯と歯の間に食べ物がよく挟まる。 

□ 歯ぐきが赤や紫色に腫れている。 

□ 硬いものがよく噛めない。 

□ 歯がグラグラする。 

□ 口臭が気になる。 

一つでも思い当た

るものがあれば、 

早めに歯科医に相

談しましょう！ 

歯周病とは？ 

※歯周病が全身の様々な病気に関わってい

ることが分かってきています。 

 
心疾患 

 誤嚥性

肺炎 

その他、糖尿病、 

早産・低体重児出

産など 

歯ブラシに加えて 

デンタルフロスを使おう！ 
歯ブラシだけで磨けているのはなんと６割ほどです！ 

デンタルフロス（糸ようじ）や歯間ブラシを使って 

歯ブラシの毛先が届きにくい、歯と歯の間の歯垢も 

落としましょう。 

フロスは、歯の側面に沿わせる 

ようにして上下にやさしく数回 

動かします。 

２ 

しこう 

 

歯垢とは…歯を爪で引っかくと取れる

白もしくは黄色の 

ネバネバした物質で、 

ばい菌の塊です。 



出港日 原付免許学科試験申込〆切

コロナワクチン接種(父島) 公認心理師による子育て個別相談申込〆切

母島巡回ペット診療・相談 育児学級（離乳食の会）(父島)申込〆切

海ごみゼロウィーク(～８日) 都ノヤギ駆除(・17日)

コロナワクチン接種予約受付(～22日) 入港日

都ノヤギ駆除(～５日) 乳幼児健診・歯科健診(母島)/育児学級(母島)

原付免許学科試験(父島)

上級救命講習会(父島)(～19日)

小児科専門診療(母島)

南洋踊り講習会① 乳幼児健診・歯科健診(父島)

入港日 出港日

小学校教科用図書見本展示会(～6/30) 小児科専門診療(父島)

東京三弁護士会による法律相談(母島) 母島巡回ペット診療・相談(～22日)

父島返還祭参加者募集(夜店)申込(～6/9) 小笠原小学校会計年度任用職員募集〆切

保健所「こころの専門相談」申込〆切 南洋踊り講習会④

東京三弁護士会による法律相談(父島) 村ノヤギ駆除
国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会申込〆切

シロアリ対策事業(第１回)申込〆切 都ノヤギ駆除(・23日)

出港日 入港日(八丈寄港便)

村議会(第２回定例会)本会議 電話による法律相談(第二東京弁護士会)

コロナワクチン予約受付(母島)〆切

定期予防接種(父島・母島)/南洋踊り講習会②

村議会(第２回定例会)本会議・総務委員会 父島返還祭/母島返還祭前夜祭

シロアリ対策事業(第１回)(父島)～6/１４ 小笠原高校 ビーデ祭(・25日)

育児学級（離乳食の会）(母島)申込〆切 産科・婦人科専門診療(母島)

上級救命講習会(父島)申込〆切/村ノヤギ駆除

都ノヤギ駆除(・11日) 母島返還祭当夜祭

入港日 出港日(八丈寄港便)　　　　

日商簿記検 産科・婦人科専門診療(父島)(～30日)

育児学級(父島)

新しい東京都小笠原住宅「工事説明会」(父島) コロナワクチン接種(父島)

耳鼻咽喉科専門診療(母島)(・1３日) 環境省ノヤギ排除

保健所「こころの専門相談」(母島)

新しい東京都小笠原住宅「工事説明会」(母島) 都ノヤギ駆除(～30日)

保健所「こころの専門相談」(父島)(・14日)

母島巡回労働相談

出港日

母島巡回ペット診療・相談申込〆切

南洋踊り講習会③
防災行政無線による全国一斉の緊急情報伝達試験 入港日

耳鼻咽喉科専門診療(父島)(～19日) 公認心理師による子育て個別相談(母島)(・７/1)

硫黄島３島クルーズ(・7/1)

コロナワクチン接種(母島)(・16日) 公認心理師による子育てセミナー申込〆切

行政相談所の開設(父島)/村ノヤギ駆除 個人住民税(村･都民税)(第１期)ほか納期限

※          マーク：小笠原高校 図書館開放日

30 金15 木

28 水

水 29 木14

13

12 月

火

27 火

11 日 26 月

10 土 25 日

9 金 24 土

8 木 23 金

7 水 22 木

6 火 21 水

5 月 20 火

4 日 19 月

3 土 18 日

金 17 土

1 木 16 金

※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　2日・5日・7日・9日・12日・14日・16日・19日・21日・23日・26日・28日・30日

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日 行　事　予　定

2

小笠原村日本
復帰記念の日


